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市からのお知らせ(津山市職員採用資格試験 ほか）
まちかど写真館・おめでとう赤ちゃん(平成29年6月生まれ）
けいじばん
津山の歴史  あ･ら･か･る･と(旧久米町庁舎）
注目！今月の津山人(山田精一さん）

  大雨による災害から身を守るために

津山市地域おこし協力隊

山田 精一 さん（林田）

津山市地域おこし協力隊になろうと思ったきっかけは？
　前職の社会貢献活動で、ひとり親家庭対象のキャンプの活
動に携わっていました。子どもたちと本気で向き合う中で、
学ぶべきことや多くの気付きがあり、たくさんの大人が子ど
もの成長に携わる仕組みづくりが必要であると感じるように
なりました。
　その思いを胸に、子育て支援のＮＰＯ法人に転職し、社会
全体で子どもたちを育てる学びの場を企画・運営してきまし
た。アパレル企業との子どもファッションショーや、食品会
社との環境に優しいおやつ作りの食育授業など、全国で本物
に触れる体験の場を開催するうちに、地方でもさまざまな分
野の人をつないでまちを活性化させるコーディネーターが必
要であると思い、地域おこし協力隊に応募しました。
どのような活動をしていますか？
　まちなかを、誰でも気軽に集まることができる場として活
用したいと考え、参加者みんなで作り上げていく「はじまる
シェ」という朝市や、本の魅力を伝えることで人と人がつな
がる「まちライブラリー」を始めました。
　はじまるシェは、回を重ねるごとに口コミなどで魅力が広
がり、まちなかで活動したい人が徐々に増えているので、手
応えを感じています。
津山の皆さんにメッセージを
　地域全体で子どもたちの育ちを考えることは、地域の未
来を考えることにつながると思います。子どもから大人ま
で多くの人がまちなかに集まり、地域の未来を考える機会
を増やしていきたいです。皆さん、ぜひ、まちなかに遊び
に来てください。
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曲水の宴俳句会
４月１日㈰　衆楽園(山北）

　平成29年4月から津山市地域おこし
協力隊として、千葉県から津山市にＵ
ターン。プロジェクトマネージャーと
して民間企業で培った経験を生かし、
中心市街地の活性化を図るため、空き
店舗の活用など、津山市中心市街地活
性化協議会が行う企画や運営の支援な
どに取り組む。

まちなかさろん再々(堺町)に設置している｢まち
ライブラリー｣で利用方法を説明する山田さん

ソシオ一番街で定期的に開催している「はじ
まるシェ」

この事業は環境に配慮したカーボンオフセット事業です

　
異
動
し
て
初
め
て
の
撮
影
は
加
茂

郷
マ
ラ
ソ
ン
。
成
果
は
散
々
。
く
じ

け
る
わ
た
し
を
励
ま
し
て
く
れ
た
の

は
、
ラ
ン
ナ
ー
や
沿
道
の
皆
さ
ん
の

笑
顔
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
素
敵
な

笑
顔
や
お
話
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

カ
メ
ラ
の
使
い
方
や
文
章
の
作
り
方
、

取
材
の
仕
方
…
先
輩
た
ち
に
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
☽
）

　
６
月
頃
か
ら
、
市
内
で
も
ホ
タ
ル

が
飛
び
回
る
光
景
を
目
に
す
る
と
思

い
ま
す
。
昔
、
子
ど
も
と
夜
に
散
歩

を
し
て
い
た
時
、
澄
ん
だ
水
辺
の
宵

闇や
み

を
優
し
く
照
ら
す
ホ
タ
ル
の
舞
い

を
見
て
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

今
年
は
ホ
タ
ル
の
撮
影
に
挑
戦
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
何
度
も
失
敗
す
る

か
も
し
れ
な
い
の
で
、
天
候
の
良
い

日
が
続
く
と
い
い
ん
だ
け
ど
…
。（♨
）

　
春
や
秋
の
心
地
よ
い
気
温
と
天
候

が
好
き
な
わ
た
し
は
、
冬
の
厳
寒
や

夏
の
酷
暑
が
通
り
過
ぎ
る
の
を
必
死

に
耐
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
春
秋

の
心
地
よ
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間

で
、
こ
の
文
章
を
書
い
て
い
る
４
月

下
旬
な
が
ら
、
す
で
に
全
国
で
真
夏

日
を
観
測
し
て
い
ま
す
。「
日
本
に
は

夏
と
冬
し
か
な
い
の
か
!?
」
と
思
っ

て
し
ま
う
、今
日
こ
の
頃
で
す
。（
Ｗ
）


